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械
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〕
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跻
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ら
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濟
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解

題
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\

第n

に

へ

利

潤

が

關

を

し

l

i

、

而
，し•.て
其
の

i

t

は
* :
の
政
れ
か
に

_於
，.い
て

|

す
る
鼢
に
ば
、
雙

物

は
.最
早
、
篇
 

に

尝

の

外
‘、
使
用
H

、
勞

き

塗

從

つ

>

相
互
に
交
換
せ』

？

を
得
ざ
る
こ
之
、f

ー
に
、
其
の
ぜ
產
に
適.用

せ

ら

る

、
藉

積 

) >
•
'ら
れ
'た
I
•
及
び
直
接
勞
働
•裏

a

ぎ
ベ
て
の
H

i

l

l

に
於
い
て
ぃ
利
潤
が
正,1
>

4
|

|

可
き
前
拂
ひ•

魯

^

け
I

I

と
、
而
し
て
、
養

、
觀

I

等
I

I

し
て
I

せ
I

I

、
依

つ

裏

て
8

物
が
同
l

i

s
 v

相
互
に
交
機
，せ
ら
芝
こ
と
が
經
驗
に
ょ
つ
る
為

®

I

得
f

1

こ
と
、
‘更
ら 

-

に
又
、
筆
般
の
1

置
S

5

H

I
の
，交
換
惯
1

1
1 1
に
表
明
す
る
ば
か
りI

人
其
の
供
給
の
鴦
に
關
し
て
玉
れ
等
■の 

も
の
、
®
對
瓦
づ
•自
然
ゎ
傲
値
をM

確
に
氣
す
る
こ
と
■が
是
れ
で
ぁ
る
。(

塗

。
？ 

-
2
^
0
9 

t 

，
同
，

一

時
1

,

1
相
異
れ
る
國
2

場
合
に
は
、
交
於
は
勞
働
に
ょ
づ.て
決
废
t

%
ず
し
て
、
貨
霞
格
に
f

。
而
.し
て
貨
幣 

太
一
軋
.
1
け
•る
と
他
め
國
に
於
け
る
と
で-は
滿
し
<
提
れ
る
衢
値
を
有
す'る
。
舎

取

い

て

、
乎

、

ア

ル

サ

ス

は

"

同

一

國

内

忙

於

け 

る
醫
物
の
鼻
敗
及
ず
相
，
S

價
蜮
の
.諸
敷
素
'を
鈿
つ
i

A

、.
更
'，ら
に
f

，を
も
知
る
な
ら
ば
、
吾
んS

I

相
異
I

國
々
の
諸
貨
物
が
相
互
一
に
交
換
せ

t

f

:
比
奮
知
る
'可
き
で
ぁ
J

思
惟
し
た
。 

而
しV

、

夫
々
の
國
々
'だ

け

る

馨

の

價

値
’|

然
的
|
素
と
結
' ^
し
て
、
是
れ
等
.の
掘
々
兄
於
け
，る
諸
貨
物
の
現
在
の
自
然
憤
格 

即
ち
是
れ
等
I

品

1

爲

音

交

換

せ

ら

？

比
率E

成
す
可
き
相
異
れ
る1

に
、
於

け

屢

幣

沒

値

に

關

し

、
て
は
唯
だ 

1

つ
の
I

I

畜

の

み

で
t

o
異
れ
る
國
々
に
於
け'る

貨

幣

價

値

，の

相

寧

は

農

業

勞

働

の

- «
幣

- «
格

に

货

け

る

_

違

に

比

代

す 

>

美

ふ
も

、の
が
f

 
I

る
。
1

.
ハp〔  2

0

备

業

务

働

は

、’最
も
平
凡
t

穩
溯
の
ぼ
働
で
接
に
勞
働
者
の
食
料
を 

集

し

、，
又
"
土
壤
の
等
級
及
び
刺
恐
必
然
的
變‘化
と
最
も
篆
接
に
緒
合
せ
、ち
れ
て
カ
る
矣
ふ
明|

理
由
'に

據

つ

て

選

ば

れ

，る 

' ,
の
で
I

O

又
、
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
、
リ
カ
l

i
及
，び
其
の
？

舞
濟
學
者
美
に
、
平
均
し
て
、
他S

輝
の
勞
働
が
農
業I

に

■
對
，し
て
依
然
同
，5

比
例
を
保
持
す
含
と
が
推
定
f

れ
る
。(

I

:

,
艺

。
，へ

印

度

に

於

け

晶

片

め

一

チ

五

百

n
r

の
勞
働
と
' 

’ I： !
®

に6

け
る
|

£

の
勞
做
と
ば
夫
々
！
一
屮̂

線
と
&

五
4

德
と
を
意
味
す
可
ぐ
、
而
し
，て
若
しII

一
 

百
日
の
勞
働
の
慣
値
に
響
す
る 

固

定

資

本

ヵ

遒

れ

等

の

各

々

に

1

し

て

前

桃

g

せ
ら
れ
、
而
も
、
日
勞
働H

於
い
，て
-計
第
せ
ら
.れ

た

利

潤

は

印
/*
-
の場
合

に

は

二

割

で
 

あ
り
、
薩

Q

場
合
に
はI

割
で
あ
か
と
す
る
な
ら
ば
、
其
の
結
，果
，は
I

其
の
、自
然
1«
;

値
若
し
ぐ
は
供
給
の
條
件
が
、

一
方H

往
，つ
て 

.

は
消
廣
せ
ら
れ
た一

千

蕃

日

の

勞

鑒

び

に一

千
八
，瓦
日
の
努
働
に
對
ノ
す
る
ニ
辄
灯
利
潤
ょ
り
成
る|

千
八
百
六
十
日
の
I

卽
ち 

’
三
十
一
勝
の
貨
幣
谓
格
を
、
他
方
に
在
つ
て
は
一
千
S'

百
0

の
勞
働
並
び
>にj

千
八
百
日
の
勞
働
.に
對
す
る|

割
の
•
.利
，潤
ょ
り
成
■るj 

_千
六
百
八
十c

の

努

働

、

，即

ち

一

百

六

十

八

®

の
其
れ
を
要
求
す
可
きy

貨
物
た
る
可
き
.で
あ
る
。
各
々
•の
國
に
於
い
て
ば
、
其
の
衰 

然
假
値
ヵ
殆
ん
.どi

i；

一
 

な
る
英
國
及
び
印
度
に
於
；

£
る
一

一
貨
物
の
自
然
傻
格
に
於
け
る
斯
く
の
如
き
莫
大
な
る
相
違
は
：
唯
り
英
國
努 

-

働
者
及
び
資
本
家
の
精
力
、霞
巧
及
び
地
位
に
由
つ
て
、•
贵
金
屬
’の
購
入
-
ぬ
於
い
て
英
國
の
.
勞
膨
の
.有
效
率
が
现
度
の
其
1

に
此
較
し
，
 

て
遊
し
く
優
越
せ
る
に
よ
つ
て
生
^J

し
め
ら
る
ム

貨
幣
價
値
に
於
け
る
，相
違
か
ら
の
か
生
じ
得
可
き
い
の
で
あ

ら

ぅ。
-•然
し
.な
が
ら
、
- 

其
の
貨
幣
を
鑛
山
か
ら
市
場
に
齎
す
‘に
現
實
：に
使
用
せ
：ら
れ
た
勞
獨
量
，は
英
國
若
♦し
く
は
印
度
に
於

け

る

其

の

貨
幣
の
眞

の

現

把

償

値
 

を
晋
人
に
吿
旧
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ら
ぅ
。(

i
b
i
d
.
,

 

s
. 2

r
2
3
.
)
-

前

述

の

如

く

，
、

i

中
に
於
い
て
、靈
物
と
勞
働
老
間
の
中
數 

が
單
な
I

働
，の
み
ょ
1

瘦
れ
た
贤
値
尺
度
た
る
を
得
可
|

の
と
思
惟
し
.た
マ
ル
サ
ス
は
，
本
®

中
，
に

於

い

て

は

ベ

勞

働

の

み

が 

M

の
尺
度
で
あ
る
こ
と
を
信
ず
.
^
に
至
つ
た
旨
を
表
明
七
た
‘
の
で
，
あ

る

o
.

斯

ぐ

て

、..

彼

れ

は

ア

グ
f

.ス
ミ
ス
の
見
解
に
復
歸
し

、
一
物

仍
が
購
入
若
.し
く
 

I
產

す

可

鲞

期
^
ひ
冬
期
賃
銀
？

均
を
取
つ
‘
銮

凡

な

農

囊

働

の

高

が

廣

く

異

れ

县

所

及

び

時

に

於

い

. 

、て
_も
猶
ほ
、
之
れ
が
艰
値
の
好
尺
使
で
あ
る
と
，主
歡
し
た
の
で
あ

^

0(

§-
^

^

2
0
0 

.
;

彼

れ

、
に

從

へ

ば

同

j

國
内
に
於
け
る
麗
ぜ
る
時
期
に
於
け
る
諸
貨
物
の
齋
動
し
つ
\

あ
る
傻
値
を
考
察
す
る
、
.に

至
づ
た
際

に

は

、

~

丨

-

古
版
經
濟
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解
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1

綃

濟

督

解

組

.
：

■
■
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-
Aご 

'  

Q
w
k
v 

'吾

人

は

ニ

個

，

Q.

相
異
れ
る
國
々
の\場
合
杧
於
け
る
が
如< '
、、
现
實
の
交
換
に
娇
へ
レ
で
と
，が
出
來
な
い
が
、
而
も
吾
人
は
猶
ほ
.其
の 

‘
ミ
度
と
し
て
勞
働
を
使
用
す
るI

が
出
來
，る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
初
期
？
社
會.に
於
い
て
は
利
®
が
よ
り
高
い
こ
.と
を
認
め
な
け
れ 

ば
|

ぬ
バ
|
,
,
<
2
4
0。
而

. U
て
、
へ
利
潤•と
質
銀
と
が
汊
對.に
變
化
す
る
秦
ふ一

般
命
題
に
基
い
て
、
縱
令
ひ
穀
物
賃
錄
は
騰 

貴
し
て
'
 

刹
^
は
之
れ
に
，此
例
し
，
て
下
落
し
、
，而
し
、て
、
其
の
勞
働
購
入
力
に
よ
つ
て
湖
定
せ
ら
れ
た
靡
物
の
全
仅
値
は
同
一
で
な

ら
ぬo  

(
、i
, P

P
V
2
7
.
2
9
0
O

 

‘

 y

 

,
ル

サ

ス

’
を

以

ク

て

«
れ
ば
、

「

崎
へ
て
の
國
4
に
於
い
て
，.又
總
.ベ
て
の
時
代
に
於
い
て、

‘
 

周
は
、
何
等
の
地
代I

生
ず
る
’こ'
と
の
な
い
，土
地
の
上
に
於
け
る
、
若
し
く*は
同
様
の
資
本
を
以'つ
て
•す
る
努
働
者
等
に
必
置
を 

備
ふ
•る
に
要
す
る勞
鐾
に
依
存
，す
’る
：

J,

.と1K

ふ
リ
.力
丨
ド
ォ
の命
題
よ
り
す
る

H
総
な
る
議
は
勞
働
の
不
變
的•傲
併
で

t
る

> 

'

(

I
.
, n

o
。

十
人
の
勞
亂
者
裏
配
す
る
產
物
を
取
学
る
が
爲
洽
、
一

ハ
人
、
七
人
、.八
人
、
君

く

は

九
人

者
が
要
せ 

ら
る
、
な
ら
ば
、
是
れ
等
相
興
れ
る
場
合
に
於
い
て
数
働
に
赴
く
其
の

®
物
，の
比
率
は
十
分
の穴
、
十
分
の
セ
' 
十
分
の
八
く
は 

ト
分
の
九
，で
あ
つ
て
、+

分
の
，四
、
十
分
の
三
、
十
分
の1
1
‘
、
.若
し
く
は
十
分
9
ニ
を
利
潤
ど
し
て
殘
す
可
含
で
.
|
。_.其
の
價
値
ガ 

ニ

箇

の

要

素'か
ら
稱
成
せ
ら
t

或

る
一
褰

物

品

が

、
是

れ
等

の

諸

雲

の一

方
の
摄

が

增
加
す
る
際
に
は
、
他
方
の
も
？

價，. 

底
が
H
確H

同一

程
度
に
於
い
て
減
，少
す
る
がm
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
とI

明
か
.に
せ
ら
れ
得
る
I

ば
/'
*
斯
く
の
如
き
.物
品
は 

.

.不
絶
的
實
値
女
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
れ
。
X
.
•
及
び
Y
な
る一

一
箇
の
可
變
量
の
價
値
ヵ
不
變r:
値
A
に
等
し
い
な
ら
l
» 

X及 

'び
Y

の

受

け

，
る

總

ベ

•■
:て
.の
參
化
に
在
クて
、
凡
そ
X
.の
取
得
す
る
價
値
はY
に
よ
つ
5

失
せ
ち
れ
な
け
れ
ば’な

ら

ず

、又
凡
そ
マ
の
へ 

文
#

る
價
値
は
X
.に
よ
？

棄
せ
ら
れ
な
け
れ
はI

癸

t

l

。
霞

Q

命
題
•の
逆
も
亦
眞
で
な
け.
S

I
ぬ
。

. 

pp. 

3
0
-
3
1
0
。

rm
-
.し
.て
、
種
々
'な
る
.事
情
.の
下
に
於
い
て
、.勞
働
者
の
一
.定
激
€
«.
銀
を
形
成
，す
る
糜
物
の
可
變
量
，の
價
値
は
、
前
述 

の
如
く
相
反
的
に
變
化
し
で
あ
る
勞
働
及
び
利^'
窆

ニ

雲

の

價

値

よ

り

構

成f

る
、
が
故

に

、不
變
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず、
'

斯
く
て-3
4
、
正
し‘く
，標
準
的
篇
と
し
て
提

®
 

を
得
飞
も6:と
、
：
マ
.ル
サ
ス
は
信
、じ
た
の
で
あ
る

0 (ibid，，
p. 

3
2
0
0 

'
 

六 

\ 

,

'

‘
マ
ル
サ
ス
に
取
つ
て
は
'

倒
値
の
，共
:5
1

の
尺
度
に
對
す
る
探
求
は
，純
然
た
る
擧
究
的
問
題
で
は
な
か
つ
た
。
而
し
て
、
彼
れ
は
、
其 

の
決
宛
の
爲
め
に
價
値
の
^

準
尺
度
が
最
も
格
，段
に
要
求
せ
ら
る
、
問
題
の
中
に
、
通
貨
び
價
値
に
於
け
る
.變
化
に
關
す
る
其
吖
が
あ 

る
と
思
惟
し
た
,0

洵
に
、
虞
時
に
於
；

b

る
緊
切
^.

る
問
題
の
,
は
貨
幣
價
値
變
化
の
原
因
で
あ
つ
た
。
其
の
原
因
は
努
働
に
影
響
す
る 

、も

の

で

は

な

く

し

.て
、’
.貨
幣
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
を
。
而
し
て
、
是
れ
等
の
，原
因
は
•二
種
で
あ
‘
る
。
第一

は
、

劣
悪
な
る
土
地 

の
梁
進
啲
耕
作
ど
關
聯
せ
る
も
の
‘
で
あ
り
、
又
、
普
遍
的
に
.且
つ
：必
然
的
に
總
べ
て
の
他
の
.贤
物
と
共
に
貴
金
屬
の
上
に
作
用
し
、
而 

しV

努
働
と
の
關
係
，に

於
い
て
是
れ
等
の
も
の
を
引
き
上
げ
若
し
，く
は
引
き
下
ぐ
る
利
潤
率
の
高
促
を
致
す
所
の
も
の
で
あ
つ
て
、
&• 

れ
は
是
れ
を
以
つ
て
金
屬
貨
幣
の
價
値
高
低
.の
第
*

且
つ
必
然
的
原
因
と
名
附
け
ら
る
^

を
得
可
き
も
，の
と
觀
るC

第
二
は
、
鑛
り
の 

製
度
及
び
距
離
、
種
々
な
る
國
々
に
.於
け
る
勞
働
の
種
.
.々
な
♦
る
能
率
、
輸
出
f

る
、
貨
物
の
多
裳
，
並
び
に
貨
.幣
と
比
較
せ
.ら
れ
た• 

諸
貨
物
及
び
勞
働
の
需
要
及
び
供
給
の
狀
態
1

依
#

す
る
-^

の
も
'の
で
あ
つ
て
、.
金
，屬
貨
幣
の
慣
値
高
此
の
第
二
且
つ
偶
發
讲
,M

因
と 

名
附
け
^
'
る
X

を
得
可
き
も
の
で
あ
る
。
第

.原
因
か
•ら
生
じ
つ
、
あ
.る
貴
金
鳐
の
價
値
に
於
け
る
下
落
を
特
色
敗
け
る
徵
證
は
、
加 

エ
貨
物
の
慣
格
に
於
け
る一

般
的
丨
備
貴
そ
件
は
ざ
る
股
鹿
物
及
び
努
働
の
，貨
幣
惯
格
に
於
げ
る
騰
货
で
あ
る
。
他
方
に
於
い
て
、
貨
幣 

の
個
値
.^

第1
T

攆
か
ら
下
^-

す
I
、際
に
は
、
穀
物
'及
び
！̂

I

し
く
總
べv

q

•貨
物Q

比

例

的

響

を

.來

す

の

飢

向

が

あ

る

で

あ 

ら
ぅ(

或
る
屬
合
•に
は
、其
の
売
金
に
张
ぜ
し
め
ら
る
、
迄
^

は
可
成
り
の
時
A

要
す
可
き
で
は
瓜
る
が〕

。
.
而
し
‘
て
、-
概
し
て
、
 

價
値
に
於
け
る
下
ノ
落
が
利
濟
率
に
於
け
る
下
窆
伴
笫
し
盂
ず
身
に
は
常
'

 

そ
緣
働
に
對
す
"
る
貨
幣
‘

Q

關
係
に
3

し
つ 

、
あ
る
偶
發
的
及
び
第
二
位
的
原
因
に
歸
せ
•
.ら
る
可
き
も
め
で
あ
づ
ズ
、
r

劣
惡
'な
る
土
地
が
耕
作
せ
ら
る
&
に
至
る
の

事
實

と

關
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八
四
パ
七2£
六,

聯
せ
る
所
の
も
の
，.に
歸
せ
し
め
ら
る
可
き
で
は
な
い
。
是
れ
等
二
種
類
の
原
因
，中
、第
一r

の
も
の
は
相
異
れ
，る
國
々
に
於
い
て
、
又
同
一 

國
內
に
於
け
，る
相
異
れ
る
時
，聊
に
於〉

い
て
*

最
も
_

著
な
る
金
属
貨
幣
の
價
値
に
於
け
る
相
違
^

遙
か
に
最
大
な
る
部
分
を
生
ず
る
.。 

(
i
b
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p
p
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6
2
-
6
5
.

^.

第
ニ
位
的
及
び
偶
發
的
原
因
城
第
ー
|1
'
因
か
ら
生
-じ
っ
^

あ
る
結
摄
を
完
全
に
苋
服
す
る
と
.と
が
遞
々
で
あ 

る
。
勞
_

の
能
率
.增
勝
と
輸
出
貨
物
の
豊
富
と
は
其
の
結
果
と
し
て
、坐
ず
る
轂
物
及
び
勞
働
に
對
す
る
大
な
る
需
要
と
相
俟
っ
て
"
農 

■業
ぼ
益
の
脅
加
及
び
髙
科
潤
が
地
’
.金
を
'高
«'

な
ら
し
.め
而
し
て
穀
物
を
低
廉
な
ら
し
む
る
ょ
り
も
地
金
を
-低
廉
な
ら
し
む
る
上
に
於
い 

て
. 一•
.層
g

力
で
.あ
る
こAJ.
が
屢
々
で
あ
る
。
前
戰
役
中
に
於
い
て
は
、
罟
人
は
這
嚴
の
例
證
を
有
し
、
而
し
て
戰
後
に
於
い
て
は
反
對 

の
明
か
な
る
例
.證
を
宿
す
る
、
と
.マ
ル
4

ス
は
思
惟
し
た
の
で
あ
备
利
子
及
び
利
潤
の
率
が
前
戰
役
中
に
在
っ
て
比
較
的
^
か
っ
た 

こ
と
ばk

ひ
得
ざ
る
所
で
あ
り
、•
而
し
て
、
這
'筒
蔚
率
の
利
满
は
自
瓢
に
勞
働
の
地
金
價
旅
を
低
下
せ
し
む
る
傾
向
を
洧
す
可
’き
で
は 

あ
っ
た
が
、.
.而
も
斯
く
の
如
き
も
の
は
.徽
物
及
び
勞
働
に
對
す
る
活
潑
な
る
需
要
が
勞
働
を
包
含
す
る
貨
幣
價
格
を
一
般
に
引
き
上
ぐ 

る
の
傾
向
に
よ
0

‘て
.^;

衡
せ
し
め
ら
る
、
以
上
で
あ
っ
て
、
興
か
結
破
は
、
此
•の
時
期
の
最
大
部
分
を
通
じ
て
、
，地
金
の
.價
値
に
於
け 

る
_下

絡

と

な

っ

て

現

れ

，
た

の

で

>̂
.

^
,0

戰
後
利
子
及
び
利
濶
_

が
低
下
し
た
こ
と
は
殆
ん
ど
鐵
ふ
こ
1

の
出
來
ぬ
所
で
あ
り
、
而
し
て 

此
の
段
利
濶
率
は
勞
働
の
地
叙
ft

格
を
.引
き
，上
ぐ
る
自
然
的
傾
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數
の
他
の
人̂

と
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.に
、
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値
火
度
の
潑
見
に
對
し
て
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不
合
理
な
る
重
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る
も
の
と
觀
た
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滿
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値
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す
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常
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て
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般
の
目
例
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っ
て
作
製
せ
ら
れ
興
の
著
の
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十
八
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.に
揭
げ
•ら
れ
た
彼
れ
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勞
働
の
沐
變
的
價
値
及
び
其
の
結
果
を
例
證

す
る
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tt
加
に
經
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舉
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範
圍
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於
け
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な
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の
一
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サ
，ス
が
、
.彼

队

の

リ^:
丨

ド
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と
の
相
違
を
小
な
ら
し
む
る
に
傾
く
に
至
っ
た
こ
と
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示
す
も
の
で
あ
る
と
茇
ふ
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是
れ
等
の
文
書’は
犯
.れ
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條
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總
べ
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め
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供
給
の‘自
然
、且
つ
必
要
な
る
條
件
は
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.

.れ
等
の
も

.の
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吊
均

.し
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支
酿
ず
可
き.澇
働
に
ょ
っ
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示
せ
ら
れ
叉
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定
せ
ら
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じ
て
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の
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何

1
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蓄
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す
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も
の
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H

1

十
七
年
十一

月
七
日
に
員
せ
ら
れ
た『

諸
貨
物
の
價
値 

.

な
名
名
辭
に
最
も
常
.に
又
最
も
.3
£

し
べ
附
せ
し
_
め
ら
る
、
*

味
に
就
い
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c
o
m
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o
d
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i
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で
あ
つ
て
、
其
の
丰
輝
は
、'
價
值
な
る
名
辭
が
制
限
的
：
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形
容
詞
若
し
く
ば
可
能
な
る
^

換
に
於
け
る
^

_
#'

ゆ
の
等
價
物
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㈱
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こ
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な
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、
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ら
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1
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に
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は
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も
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云
ふ
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ボ
ナ
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値
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七
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述
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.
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っ
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せ
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葉
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於
い
て
、
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が
或
る
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•定
の
場
所
及
び
時
に
於
け
ふ
貨
物
の
價
値
を’武
0
保

持

せ

ら

る

、
尊
‘重
‘に
ょ
つ
，
て

蝥

明

ぜ

^ >
.る
-
<と
看
做
す
と
、
吾
人
が
之
れ
を
全 

‘
然
需
耍
と
比
較
せ
ら
れ
た
供
給
ひ
狀
態
に
莪
か
し
め
ら
名
\
も
；の‘と
看
做
す
と
、
吾
人
が
之
れ
を
、
’
人
々
が
之
れ
を
取
得
すI
が
爲
め
■， 

へ
に
-敢
，て_拂
は
1
と

し

っ

、
あ

る

職

牲

に

ょ

り

、
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'1
:
く
は
其
の
供
給
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然
且
っ
.抓
要
な
る
條
件
に
ょ
り
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し
く
は
其
の
生
#
の
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費
に
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ケ
、
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し
く
は
典
の
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靡
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等
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數
に
よ
り
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し
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に
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1

, 0
、
ぁ
る
價
値
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總
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原
因
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ら
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於
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す
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勞
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や
自
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っ
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可
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如
何
な
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値
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あ
る
か
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確
に̂
げ
る
と
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が

甚

だ

困
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で
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ら
れ
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定S
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之
れ
を
所
有
せ
ん
と
す
る
掘
望
及
び
之
れ
浒
所
有
を
取
得
す
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困
雛
に
菽
か
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1
.め
ら
る
、
一
貨 

物
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見

積

ら

，
る
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襲
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と
茇
ふ
に
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し
い
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あ
っ
て
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っ
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ら
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猶
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つ
は
土
ド
ク
ド一

二
世
の
時
”代

に

於

，
い

て

、

’
又
他
の
も
の
，は
ゥ
ィ
リ
ア
ム
西
世
の
時
代
に
於
い
'て
_

せ
ら
れ
た
ニ

/

成
物
っ
價M

,

を
比
較
し
、、
而
し
て
、
先
づ
明
瞭
を
期
す
る
\が

爲

，め

に

、

標

準

と

し

て

艰

ら

る

可

き

各

睁

期

の

普

通

農

業

勞

働

-^
正

钚

に 

同
一
程
度
の
力
の
も
の
で
あ
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而
し
て
同一

.

時
間
數
の
間
當
せ
ら
れ
、
更
ら
に
5

是
れ
等
の
時
期
に
於
い
て
も
、
•
其
の
間
の
中
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A

時Q

澳
べ
て
•
髮
じ
て
も
共
に
、
此
め
種
の
勞
働
の
み
に
ょ
.つ
て
坐
產
せ
ら
れ
、
•又
直
接
に
市
場
に
窗
さ
る
、
一
定
の
諸
貨
物
の
存 

す
る
こ
と
を
想
定
す
る
。
彼
れ
を
以
つ
て
觀
れ
ば
、
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レ
く
斯
^
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想
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三
世
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葉
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受
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あ
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取
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す
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あ
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換
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勞
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ゅ
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値
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尺
度
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得
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友
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彼
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す
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彼
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需
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叙
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國
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値
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進
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献
す
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所
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大
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け
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史
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す
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。
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な
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問
題
は
永
く
消
ぞ
去
含
と
な
く
、或
ひ
は
.小
_

し
く
農
物
を
以
.つ
て
、或
ひ
は
不
熟
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又
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藏
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